
           

   
  

  

 新しい年度が始まりました。昨年
度に続き児童支援専任になりまし
た園田宗一郎です。よろしくお願い
いたします。 
先日、「学校生活のきまりとやく

そく」というプリントをお配りしま
した。学校生活は、社会に出るため
の学びの場です。だれもが安心して
過ごせるために作られたルールに
は、一つ一つに意味があります。ぜ
ひ、お子様と一緒に、じっくり読む
時間をとっていただければと思い
ます。 

 

 

         

  

 

 

 

             

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

        

                 

 

 

       

 

友だちの輪を広げよう   ４月の活動紹介 

２３日（月）に、音楽朝会が行われました。今月は『校歌』と『世
界中の子どもたちが（山王台小バージョン）』を歌いました。さわや
かな歌声が体育館の中に響きました。今年も多くの地域の方にお越
し頂ければと思います。 

 最上級生として、「山王台小学校のみんなのお手本になろう！」と今月の目標を
立てました。新しい仲間の１年生にも早く学校生活に慣れてもらおうと、学校生
活の中で、朝の支度・給食の配膳や片付け・清掃のお手伝いをしています。牛乳
パックの開き方やぞうきんのしぼり方などは、自分達が１年生の時にも６年生か
ら教えてもらったことを思い出し、ていねいに教えています。これから、いろい
ろな学年と関わっていく中でも同じ姿勢で頑張れるよう励ましていきたいです。 

生活単元学習の一環として、野菜などを育てます。その最初の活動と
して、育てたい野菜を話し合い、自分たちで土を耕しました。季節ごと
の壁画も製作しています。カラフルな作品に仕上がりました。どちらの
活動も、高学年が低学年の児童に教えるなど、みんなで助け合いながら、
協力して取り組むことができました。 

 今年度から家庭科の学習が始まりました。新しい教科にみんなわくわ
くしています。４月の学習では、調理実習をしました。お茶の入れ方や
ゆで卵の調理をしました。自分で入れたり、作ったりしたものは、やは
りおいしく感じるのか、どの子も「おいしい」と言っていました。 
 今後は、裁縫にも挑戦していきます。 

 

         

  

 

 

 

 

 ２年生になり、１年生にいろいろ教えて
あげる場面が多くありました。まずは、１
年生を迎える会で踊る「ドキドキドン！１
年生」のダンスを教えました。１年生に分
かりやすく伝えるために言葉を選びながら
話している姿が素敵でした。その後、学校
案内に向けて、もう一度学校の中を調べま
した。グループごとに学校の中を案内しま
す。仲良くかかわりあいながら活動できる
よう支援していきます。 

児童支援専任より 

 ４年生は、初めての宿泊体験学習やクラブ活動など楽しみなことがた
くさんあります。はじめの活動として、学年全体で集まり、「どんな４年
生になりたいか。」について話し合い、学年目標を自分たちで考えました。
早速、学年レク実行委員が計画をたて、ドッジボールを行うなど、子ど
もたちが自ら考えて動く場面が見られました。これからも様々なことを
計画できるように支援していきます。 

       

       

 

 

 

 

 ３年生になり、子どもたちの学習に取り組む姿勢も、一段と真剣になってきま
した。はじめての理科の学習では、中庭で植物の観察をしました。植物の特徴を
とらえてスケッチし、においや手ざわりで確かめ、分かったことを丁寧にカード
にまとめました。国語の「きつつきの商売」の音読発表会では、グループに分か
れて、抑揚などの工夫を、自分たちでしっかりと考えて発表しました。他のグ 
ループの工夫と自分たちの工夫との違いに気を付けて聞くことができました。中
学年となり、より一歩進んだ気持をもち、学習をスタートさせました。 

 

「ピーガルくん子ども安全メール」について 
 
子どもを犯罪から守るための情

報を神奈川県警から配信されるピ
ーガルくん子ども安全メールで受
け取ることができます。登録を希
望の方は、ホームページで「神奈
川県警察ピーガルくん」で検索し、
情報を確認してください。 

 １３日（金）に「１年生を迎える会」がありました。２年生に教わった「ド
キドキドン！１年生」の歌とダンスを全校の前で披露しました。また、２年
生から「アサガオの種」のプレゼントをもらいました。 
少し緊張もみられましたが、歌とダンスを発表した達成感や、山王台小に

仲間入りした充実感に溢れていました。これから学校でいろいろなことを学
んでいってほしいと思います。 

  


